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①無償貸与…80歳以上の方のみで構成される世帯
　視覚障がい者 1・2級の方
②1台 1,000 円で販売…75歳以上の方のみで構成される世帯

③1台 2,000 円で販売…①②以外の方
※家族が仕事や学業で、日中 75 歳以上の方のみになる世帯

家の床下浸水のおそれ。

おそれ。

あふれるおそれ。

登録手続きはこちら→

https://x.com/city_shimotsuke

（市内の情報はLINEでも配信しています。通信に係る費用は
利用者負担になります。）

頑丈な建物があれば２階以上に避難しましょう。
「８避難の注意点」や洪水ハザードマップP4「浸水の
深さと継続時間に関する避難行動」を参照浸水が始まった!!　

２階へ避難しよう。

どこに避難
すればいいの？

頑丈な建物だから
大丈夫ですよ。

ペットの避難について
事前に確認しておくと
安心だね。

地下にいたら危ない!!
早く逃げなくちゃ !!

隣近所に声をかけ、
みんなで避難しましょう。

水位の高い水路には
近づかない。

身体の不自由な人の支援等、
困っている人を助けましょう。

洪水ハザードマップ
P37「避難所での注意点」を参照

冠水した場所にはふたのない道路側溝や水路、ふたが開いてしまった
マンホールが隠れていることがあります。「８避難の注意点」を参照

河川のリアルタイム水位状況は、「５下野市
周辺の河川水位情報」や洪水ハザードマッ
プP2「避難行動の判断基準となる河川水
位」を参考に確認しましょう。

河川の水位が高いと市街
地に降った雨が排水でき
ず、排水路があふれやす
くなります。

❶ ❷
❸

❹

❺
❻

❼❽

・持ち出し品の場所を家族で確認しましょう。
・すぐに持ち出せる場所におきましょう。
・定期的に中身を確認しましょう。

・デマに注意しましょう。
・最新の情報を入手しましょう。

・ガスの元栓を閉め、電気スイッチ、ブレーカーを切りましょう。
・もし火が出た場合は、落ち着いて初期消火を行いましょう。
・家族の安全を確認し、親族や知人に避難することを連絡しましょう。

・雨の中、子どもや高齢者の同伴避難は、通常の2倍
の時間を要するといわれています。
・みんなで協力しあい、早めに避難しましょう。

・妊婦や体の不自由な方には複数人で協力しましょう。
・目や耳の不自由な方には、同伴して避難しましょう。
・外国人の方がいる場合は、避難誘導を心掛けましょう。

・交通渋滞で動けなくなることがあります。
・浸水し故障することがあります。
・渋滞により救急車両の妨げになることがあります。

・大雨・洪水時の河川や水路は水位が短時間で急上昇
するため、気づいてからでは逃げられません。
・大変危険なので、絶対に近づかないでください。

・短時間の大雨により、地下に水が流
れ込んだ場合、少しの浸水でも水圧
で扉が開かなくなったり、階段を
上がれなくなります。
・地下からは、早く避難しましょう！

・ア ンダーパスとは、鉄道や道路などの下を通過する施設であり、地形
的に雨水が溜まりやすい場所です。そのため、降雨時の通行には急激
に水位が上昇することがありますので、十分ご注意下さい。
・大雨、洪水時は、自動車での侵入はやめま
しょう。
・遮断機が閉まっている場合、その先は危険
な状態です。但し遮断機のないアンダーパ
スもありますのでご注意下さい。

・垂直避難（頑丈な建物等の高いところへの避難）。
・浸水しない地域の親戚・友人宅へ避難。
・浸水しない場所での車中泊避難。
・近くの避難所へ避難。

・浸水が始まっているとき外で移動するのは大変危
険です。
・浸水がすでに始まっている場合は、今いる建物内で
垂直避難。

正確な情報

・氾濫水は勢いが強く、ひ
ざまでの深さがあれば
大人でも歩くのが難し
くなります。

・氾濫水は茶色くにごっています。排水路
や道路側溝と道路の境がわからなくなり
ます。また水の圧力でマンホールのふた
が外れてしまうこともありますが、これ
も見えません。水に浸かった場所を移動
するときは、棒などで足下を確認しなが
ら移動しましょう。

非常持ち出し品の準備を非常持ち出し品の準備を 正確な情報収集正確な情報収集

避難する前に確認避難する前に確認

複数人での避難を複数人での避難を 要配慮者への協力要配慮者への協力

車での避難を控えましょう車での避難を控えましょう 川や水路に近づかない‼川や水路に近づかない‼

地下は危険‼地下は危険‼ アンダーパスに注意しよう！アンダーパスに注意しよう！

適切な避難方法（洪水時）適切な避難方法（洪水時） 屋内安全確保屋内安全確保

氾濫水は勢いが強い氾濫水は勢いが強い 氾濫水は濁っている氾濫水は濁っている

　近年、地震や豪雨により、全国各地で大きな被害が発生しています。下野市
では災害に備えた総合訓練を実施しています。
　また、地域の防災訓練に参加して、実際に行動してみ
ましょう。思い通りにいかない点や、行動にどのくらい
の時間がかかるかを実感して、いざというときに備えま
しょう。

　洪水ハザードマップでは、市内で洪水が発生する可能
性と、実際に発生した場合に予想される浸水予想を示し
ています。万が一の洪水災害の危険性の認識や、日頃のご
家庭・地域での防災対策にご利用ください。

洪水ハザードマップ
【令和 3年 8月作成】

下野市洪水ハザードマップ（浸水想定区域）
その他のハザードマップ
緑・烏ヶ森周辺の道路冠水地図

　下野市内を流れる河川の上流で大雨が降り続くと、河川の水位が上がります。河川の水位が高いときに雨が降ると河川への排水ができなくなり、排水路や下水道があふれます
（内水氾濫）。また更に大雨が続くと、河川があふれたり堤防が決壊したりして、市街地や田畑に水が流れ出します（外水氾濫）。洪水の規模が大きいと、河川の近くで家屋が流された
り倒れたりといった水害に至る場合もでてきます。詳しくは洪水ハザードマップもあわせてご確認ください。下の図の❶～❽は洪水ハザードマップP3に詳しい説明があります。

　一つの手段だけでなく、様々な手段で情報が入手できるよう、普段から準備しておきましょう。

3. 氾濫が発生しそうなときは

4. 情報の入手先

7. 大雨時に取るべき行動 9. 日ごろの備えと災害後の対応

11. 防災訓練について

10. 非常持出品

6. 内水ハザードマップに示す浸水の前提となる降雨

5. 下野市周辺の河川水位情報

8. 避難の注意点

12. その他のハザードマップ

 

雨水貯留施設設置費補助について
　雨水貯留施設とは、雨水を溜めることができるタンクのことです。雨水を非常用
生活水や散水等として活用することができます。内水氾濫対策としても効果が期
待されています。補助金額や補助条件については市のホームページまたは、下記ま
でお問い合わせください。

     申し込み・問い合わせ先
企業経営課　☎0285(32)8911

下野市
雨水貯留施設設置費補助金について
https://www.city.shimotsuke.lg.jp/0918/info-0000007302-3.html

雨どいが詰まっている

応じて

•自分がいる場所で雨
が降っていなくても
上流で雨が降れば川
が増水するおそれが
あります。
※河川が増水している
時は、少ない雨でも排
水路があふれるおそ
れがあります。

※河川の水位が上がる
と排水路で、排水路の
水位が上がるとその
上流の排水路で水が
あふれるおそれがあ
ります。

※赤字は内水氾濫の特徴です。

最新の河川水位は洪
水ハザードマップ
P2の水位観測所で
確認しましょう！

洪水ハザードマップの「マイ・タイムライン」を活用しましょう。

おそれ。

おそれ

水位
観測所
鬼怒川
（石井（右））

田川
（明治橋）

思川
（保橋）

姿川
（淀橋）

姿川
（姿川橋）

定点
カメラ
田川
（明治橋）

田川
（下野市の田川橋）

田川
（小山市の田川橋）

鬼怒川
（右岸55.0km）

姿川
（姿川橋）

姿川
（関沢橋）

江川
（道城橋）

河川水位が高い状態※で１時間に153mmの強さで雨が降った場合に予想される
浸水区域と浸水の深さを示しています。
※河川水位が高い状態とは「市内の排水路よりも河川の水位が高い」ことを示します。

下野市周辺の現在の河川水位や現在の河川の様子が確認できます。

新川
（柳橋）

河川の上流で水位が上がると、間もなく下流の水位も上がるので
注意しましょう。

黒川
（東雲橋）

姿川（関沢橋）

新川（柳橋）

江川（道城橋）

田川（明治橋）

田川
（下野市の田川橋）

鬼怒川右岸55.0km

田川（小山市の田川橋）

姿川（姿川橋）

定点カメラ

水位観測所

下野市下野市
内水ハザードマップ内水ハザードマップ

Inland Water Hazard Map Inland Water Hazard Map Shimotsuke CityShimotsuke City

1. 内水ハザードマップとは
　内水ハザードマップとは、雨水排水施設の排水能力を超える大雨が降った場合や
排水する河川の水位が上昇し、雨水を流せない場合に浸水する範囲と浸水の深さを
示すことを目的としています。
　内水氾濫で被害が生じるのは主に市街地ということもあり、このハザードマップ
は、公共下水道の計画区域を対象としています。雨の降り方や河川の水位、土地の
状態によっては、ハザードマップに示された浸水区域でなくても浸水が発生するお
それがあります。
　内水ハザードマップを洪水ハザードマップと一緒に活用し、自宅や学校、職場な
どの周辺に危険が無いか、家族や地域で確認しましょう。

2. 下野市で起こりうる水害

河川や堤防の高さを越えて、または堤防が
決壊して水があふれだし、家屋や田畑が浸
水します。

河川の水位が高いときや、排水能力が足りな
いときは、排水ができなくなり、家屋や田畑
が浸水します。

外水（洪水）氾濫外水（洪水）氾濫 内水氾濫内水氾濫

水害の要因
台風は反時計回りに回転しながら進むことから、台風の進行方向東側で強風や大雨が発生し
がちです。雲の並び方によっては強い雨が長時間降り続くこともあります。

大気の状態が不安定な時に、急激に雨雲が発達することがあります。猛烈な雷雨になり、局地
的に何年かに一度やそれ以上の強さの雨になることもあります。
強い雨が長く続くと河川の水位が上がり、市街地からの排水ができなくなります。河川の水位
が高いと、弱い雨でも排水ができずあふれてしまうことがあります。また上流で強い雨が降れ
ば河川水位が上がるので注意が必要です。

発達した雨雲が列をなし、数時間にわたって同じ線上を通過または停滞します。強い雨が同じ
場所で降り続きます。

1. 台　風……………

2. 線状降水帯………

4. 河川水位の上昇…

3. 局地的な大雨……
　（ゲリラ豪雨）


